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 私たちが生きる上で財産は大切です。興

味関心が低かったとしても、生きていく上

では必須です。しかし、それを多く貯めた

から幸せになる、幸せが保障されるかと言

えば、必ずしもそうとは限りません。多く

の富を得た人でも幸せに見えない人はいま

す。「今月の聖書のことば」には次のように

あります。 

「人は死ぬとき 何一つ持って行くことは

できず その栄誉も その人を追って下るこ

とはない。」 

これは真理ではないでしょうか。私たちに

は必ず死がやってきます。これは「遅かれ

早かれ」の問題であって、必ず誰にでも訪

れます。その際に、死の向こう側に持って

いけるものは何でしょうか。この地上で多

くの富を得て、あるいは高い地位や称号を

手にしたとて、それを死の向こう側に持っ

ていけるかと言えば、そんなことはありま

せん。人は死ぬとき、何一つ持っていくこ

とはできず、その栄誉もその人を追ってく

ることはありません。財産やこの世での栄

誉とはそういうものです。もちろんそれら

が与えられれば、この地上を幾分か楽しく

過ごすことはできるかもしれません。しか

し、私たちの最後の敵である死には何の役

にも立たず、死の向こう側に持っていくこ

とはできません。 

 では、死の向こう側に持っていくことが

できるものがあるのでしょうか。答えとし

ては、あります。聖書には次のようなこと

ばがあります。 

「この方こそまさしく神。 世々限りなく 

われらの神。神は 死を越えて私たちを導か

れる。」（詩篇 48:14） 

聖書は、神こそが死を越えて私たちを導か

れると語ります。つまり、神との関係こそ

が死の向こう側に持っていくことができる

ものです。この世での富や地位ではなく、

神との関係こそが死の向こう側にとって重

「恐れるな。人が富を得ても その人の家の栄

誉が増し加わっても。人は死ぬとき 何一つ持

って行くことはできず その栄誉も その人を追

って下ることはない。」【詩篇 49 篇 16-17 節】 



要です。聖書では、もともと人は神のかた

ちとして造られ、神と共に生きるように造

られました。しかし、神の命令に背いて神

から離れるようになった人間は、神以外の

ものに望みを置くようになりました。神と

の関係は断絶してしまいました。その生き

方は滅びに向かう道だと聖書は教えていま

す。だからこそ、神はご自身との関係を和

解へ導くために、イエス・キリストをこの

地上に送ってくださいました。神の命令に

違反した私たちは、本来刑罰を受ける存在

であったのですが、主イエスが十字架上で

私たちの身代わりとなり、私たちが受ける

べき刑罰を受けてくださいました。この主

イエスの十字架は、私が本来受けるべきも

のであり、主イエスが私の身代わりに死ん

でくださったと信じるとき、神と人の和解

が成立すると聖書は教えます。そして、私

たちに「永遠のいのち」が与えられ、神と共

に歩む人生がスタートします。その永遠の

いのちは、この地上で死なないいのちでは

ありません。永遠の神と共に歩むことがで

きる「いのち」であり、それはつまり、死の

向こう側もこの神によって導かれることを

意味します。この地上の富や栄誉は、死と

共に何の意味も持たないものになります。

しかし、神との関係だけは残り続け、永遠

の神が死を越えて私たちを導いてくださる

のです。死の向こう側に持っていくことが

できるのは、唯一神との関係のみです。こ

の神と和解しているならば、死は恐るべき

ものではなく、むしろ、神のもとに行くこ

とができる唯一の手段に変わります。神と

の関係の回復は、私たちの死の意味を変え

ることになります。どうか、この永遠の神

と共に歩んで頂きたいと心から願います。

それこそが死を越える希望です。 

 

 

 

 

 

 

 

 ～集会案内～ 

〇日曜日：礼拝 10:30～12:00（終了予定） 教会学校 9:30～10:10（子ども科、成人科） 

〇水曜日：聖書研究祈祷会 昼 10:30～12:00  夜 19:30～21:00 

〇第 2金曜日：ユニケの会 10:00～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。表面の QRコードから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、旧統一協会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

インターネットの普及に伴い、意欲と環境の

ある人であれば、全員が様々な情報を発信で

きるようになりました。インターネット上に

は本当に多くの情報が溢れています。その中

には真偽不明の陰謀論に近いものもあり、し

かし、それを信じて更に拡散する人もいま

す。7月に日本で大きな災害が起こるので、

旅行をキャンセルする人がいるとまで聞く

と、恐ろしさを覚えます。正しいとは情報と

はいかに。恐ろしい時代になりました。 


